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京都大学・マギル大学ゲノム医学国際連携専攻博士課程のコースツリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選択科目】 

１年次、２年次に京都大

学開設科目およびマギ

ル大学開設科目から選

択科目を履修する。 

博士課程ディプロマ・ポリシー（一部抜粋）： 

１．ゲノム医学分野において、高度な知識に基づく研究能力と、高度な専門性を必要とする

職業に従事するための能力を修得している。 

２．学術的意義、新規性、創造性等を有する研究を、倫理性を備えて企画・推進・実施する

ことができる。  

３．高度な普遍性を持つ研究成果を、国際学術言語である英語により論理的に説明できる。 

【必修科目】 

 

 
京都大学・マギル大学共同開設科目： 

次世代シークエンス技術を用いたゲノム解析とその

応用 

京都大学開設科目： 

ゲノム医学 I・II、統計遺伝学 I・II 

マギル大学開設科目：Human Genetics 

Ｄ１ 

Ｄ２ 履修期間内の１年間は連携相手方大学に在籍し、授業科目の履修と研究を行う。 

両指導教授の下で３年次後期から学位論文の作成を開始する。 

両大学の指導教授とともに１年次の早い時期に学位論文執筆のための研究テーマの具体的内

容について検討し、研究計画を立てて研究を開始する。 

 

Ｄ３ 

博士学位論文作成。 Ｄ４ 

【必修科目（Ｄ３以上）】 

マギル大学開設科目：PhD Senior Seminar 
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【（必修）基礎科目】 

 

 

 

研究者に必要な英語コミ

ュニケーション能力向上

を目的とし、議論およびプ

レゼンテーションを重視

する。 

 

 

【（必修）基礎科目】 

 

 

 

個々の分野では得られな

い技術・助言を受ける科

目。 

 

医科学専攻修士課程のコースツリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（選択）専門科目群】修士課程

全体を通じて、以下のような授業

科目を履修し、各自のバックグラ

ウンドや研究領域に合わせて、医

学に関する体系的な知識を習得

する。さらに、創薬や医療工学等

の社会実装型の研究手法や考え

方を学ぶ。 

 「エッセンシャル解剖学」、

「エッセンシャル生理学」

「エッセンシャル病理学」

「組織学」「発生学」等の基

礎医学の科目 

 「医学研究技術実習」：最先

端研究機器による研究技術

実習 

 「病院実習」：病院における

診療・臨床研究の見学 

 「創薬医学概論」、「生体シ

ステム・情報診断学」、「ゲ

ノムインフォマティクス」

等の創薬医学関係の科目 

 「医療工学特別講義」：医療

機器開発等の産学横断する

医工学研究に関する科目。 

 「医療統計学」、「医療統計

学実習」あるいは知的財産

に関する科目 

 医学・生物学に関する学部

全学共通科目 

 英語により開講される少人

数教育科目 

 

【（必修）研究指導科目】 

所属する研究分野において、研

究演習、実験実習を通じて修士

論文の作成に向けた研究を行

う。 

修士課程：ディプロマポリシー 

１．医科学分野の幅広い専門的知識を習得し、この知識を用いて高度な専門性を有する研

究を計画することができる。 

２．学術的意義、新規性、創造性等を有する研究を、高い倫理的責任感を備えて推進・実

施することができる。 

３．研究成果を広い視野を持ち論理的に説明できる。 

医科学演習 I 

医学英語 大学院教育コース科目

（修士） 

Ｍ１ 

Ｍ２ 

【（必修）研究指導科目】 

所属する研究分野において、研

究演習、実験実習を通じて修士

論文の作成に向けた研究を行

う。また、修士論文審査会で論

文のプレゼンを行う。 

医科学演習 II 
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医科学専攻博士後期課程のコースツリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（必修）大学院教育コー

ス科目（演習）】 

自己の分野では得られな

い、コース担当教員の技

術指導・助言を通じて、

普遍的かつ広範な知識と

技術を習得する。 

博士後期課程ディプロマポリシー（一部抜粋）： 

１．医科学分野の高度で幅広い専門的知識を習得している。 

２．学術的意義、新規性、創造性等を有する研究を、高い倫理的責任感を備えて企画・

推進・実施することができる。 

３．高度な普遍性を持つ研究成果を論理的に説明できる。 

 

【（必修）主科目】 

博士後期課程在学中、講

義、研究演習、実験実習を

通じて、研究者としての能

力を身につけ、査読付国際

誌への投稿を目標とした

博士論文の作成に向けた

研究を行う。また学位申請

に際しては公開審査会で

博士にふさわしい能力を

有していることを実演す

る。 

医科学講義 

医科学演習 

医科学実習 

Ｄ３ 

Ｄ１ 

査読付国際誌への投稿を目標とした博士学位論文の作成に向けた研究を行う。 

研究指導認定、博士学位論文作成。 

Ｄ２ 

【（必修）大学院教育コー

ス科目（実習）】 

中間ヒアリングとチュー

ターシステムにより研究

レベルを向上させる。 

（2022 年度入学者より） 
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